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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】血管内超音波（ⅣUS）を用いて、左冠動脈主幹部（LMCA）のプラークを評価し、フラミンガムリスク
スコア（FRS）及び肥満指数（BMI）とLMCAのプラークとの関係について検討した。 
【対象】LMCA以外の左冠動脈病変に対し、ⅣUSを用いて冠動脈インターベンションを施行した217症例を対象と
した。 
【方法】FRSはlow risk群（≦10％）、intermediate risk群（10-20％）、high risk群（≧20％）に分類し、BMI
についても25未満を正常体重群、25以上を肥満群とした。またLMCAにおいて、１mm毎に血管面積（EEMA）、プラ
ークエリア（PA）、ルーメンエリア（LA）、石灰化角度を計測した。Volume dataをLMCAの長さで割り、volume index
（Ⅵ）を計算し比較検討を行った。 
【結果】プラークvolume index（PⅥ）はlow risk群（≦10％）と比較してintermediate risk群（10－20％）、
high risk群（≧20％）で有意に大きかった。（9.8±2.9, 10.1±3.0 vs.8.3±2.7mm3/mm, p＝0.017, p＝0.0002）
またPⅥは肥満群の方が正常体重群と比較し有意に大きかった。（10.2±2.9 vs.9.1±3.0mm3/mm, P＝0.005）重
回帰分析では、BMI（P＝0.034）とFRS（P＝0.003）の増加は、LMCAにおけるPⅥの増加の予測因子であった。 
【結論】FRS及び肥満症はLMCAのプラーク量と密接に関係し、肥満症もFRSと独立し冠動脈疾患の進行を予測す
る因子であることが示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 心血管リスク推算には、Framingham risk score（FRS）が広く用いられる。FRSにより10年後の冠疾患発症の
危険率（Framingham 10-year risk）が算出されるが、近年注目されている肥満症のパラメターは含まれていな
い。また、左冠動脈主幹部（LMCA）のプラークは遠隔期の心血管イベントを予測し得ることが報告されている。
しかし肥満症を含むメタボリック症候群とLMCAのプラークとの関係についてはあまり知られていない。本研究
の目的はⅣUSを用いてLMCAのプラークを評価しFramingham 10-year risk及び肥満指数（BMI）との関係につい
て検討することである。 
 LMCA以外の左冠動脈病変に対し、ⅣUSを用いて経皮的冠動脈形成術を施行した217症例を対象とし、
Framingham 10-year riskの10％以下をlow risk群、10から20％をintermediate risk群、20％以上をhigh risk
群と分類した。肥満群はBMI値25以上と定義した。ⅣUSの計測項目は、血管面積（EEMA）、血管内腔面積（LA）、
プラークエリア（PA）、石灰化角度とし、LMCAにおいて１mm毎に計測した。Simpson法を用いEEMA, LA, PAのボ
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リュームデータを算出し、LMCA長で割った各指標のボリュームインデックス値を用いて比較検討した。 
 その結果、プラークボリュームインデックスはlow risk群と比しintermediate risk群、high risk群で有意
に大きく（p＝0.017, p＜0.001）、肥満群の方が正常体重群と比し有意に大きかった（p＝0.005）。さらに重回
帰分析から、BMI（p＝0.034）とFRS（p＝0.003）の増加は、LMCAにおけるプラークボリュームインデックス増
加の予測因子であった。 
 以上のことより、FRSの増大と肥満症の進行はLMCAのプラーク量と密接に関係し、肥満症は冠動脈疾患の進行
を予測する独立した危険因子であることが示唆された。本研究は肥満とLMCAのプラークとの密接な関係性を示
し、さらに肥満の存在が将来の心血管イベントを予測し得ることを示した臨床研究であり、本研究者は、博士
（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
